
調
査
に
お
け
る
東
京
美
術
学
校
職
員

明
治
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
、
特
命
全
権
公
使
九
鬼
隆
一
が
帰
国
し
た
。

翌
二
十
一
年
二
月
十
日
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
ら
の
美
術
学
校
計
画
が
危
機
に

直
面
し
て
い
た
時
期
に
、
九
鬼
は
宮
内
省
図
書
頭
に
就
任
し
、
図
書
寮
附
属
と

な
っ
て
い
た
博
物
館
（
館
長
山
高
信
離
）
事
業
を
掌
中
に
収
め
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、

岡
倉
と
連
繋
し
て
古
美
術
保
護
行
政
の
推
進
に
乗
り
出
し
た
。
彼
ら
の
目
標
は

大
規
模
な
帝
国
博
物
館
の
設
立
と
文
化
財
保
護
に
関
す
る
法
律
の
制
定
で
あ

り
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
二
十
一
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
組
織
的
な
古
社
寺
宝

物
調
査
を
実
施
し
た
。
今
回
の
調
査
は
か
つ
て
無
い
大
が
か
り
な
も
の
で
、
明

治
十
七
、
十
九
年
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
ら
に
よ
る
調
査
の
成
果
を
土
台
に
し

て
徹
底
的
に
行
わ
れ
た
。
調
査
団
は
九
鬼
隆
一
（
宮
内
省
）
、
丸
岡
莞
爾
（
内
務

省
）
、
浜
尾
新
（
文
部
省
、
東
京
美
術
学
校
）
ら
高
官
を
筆
頭
に
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ

（
東
京
美
術
学
校
）
、
岡
倉
覚
―
―
―
（
同
）
、
今
泉
雄
作
（
同
）
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
、
山
県
篤

蔵
（
宮
内
省
）
、
稲
生
真
履
（
同
）
、
八
木
難
（
内
務
省
社
寺
局
）
、
伊
藤
景
裕
（
同
）
、

川
田
剛
（
内
閣
修
史
局
）
お
よ
び
東
洋
美
術
、
学
術
の
専
門
家
、
官
報
お
よ
び
各

新
聞
社
特
派
員
、
小
川
一
真
（
写
真
家
）
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
五
十
日
間
の

予
定
で
二
十
一
年
五
月
五
日
に
一
行
は
東
京
を
発
っ
た
。
調
査
は
和
歌
山
県
下

（
十
日
間
）
、
奈
良
県
下
(
-
力
月
）
、
京
都
府
下
（
ニ
カ
月
余
）
と
順
次
進
め
ら

第
四
節
古
社
寺
宝
物
調
査
へ
の
参
加

れ
、
そ
の
問
、

八
月
中
旬
に
は
正
倉
院
も
視
察
し
、
予
定
期
間
を
遥
か
に
超
過

し
た
九
月
初
旬
、
一
時
休
止
の
か
た
ち
で
帰
京
の
途
に
つ
い
た
。
一
行
が
巡
視

し
た
社
寺
お
よ
び
蔵
幅
家
の
数
は
約
四
百
一
―
―
十
件
、
調
査
品
目
は
一
一
一
万
六
千
二

百
余
点
に
及
び
、
ま
た
、
調
査
の
進
行
状
況
は
逐
次
『
官
報
』
に
登
載
さ
れ
、

新
聞
も
こ
れ
を
報
道
し
た
。

こ
の
調
査
に
は
上
記
の
よ
う
に
浜
尾
以
下
東
京
美
術
学
校
幹
部
職
員
全
員
が

参
加
し
た
が
、
高
屋
肖
哲
は
ほ
か
に
伊
東
乾
谷
、
岡
崎
雪
声
、
竹
内
久
一
、
岡

倉
秋
水
、
岡
不
崩
お
よ
び
高
屋
肖
哲
ら
も
随
行
し
、
狩
野
芳
崖
、
狩
野
友
信
、

藤
田
文
蔵
、
長
沼
守
敬
ら
は
東
京
に
留
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
「
座
談
会
の
後

に
」
前
出
）
。
伊
藤
乾
谷
と
岡
崎
雪
声
は
東
京
美
術
学
校
開
校
後
教
員
に
採
用
さ

れ
る
が
、
既
に
こ
の
頃
か
ら
関
係
し
て
い
た
ら
し
い
。
ち
な
み
に
雪
声
の
履
歴

書
（
本
学
蔵
）
に
「
仝
廿
一
年
京
阪
地
方
古
寺
院
銅
像
製
作
ヲ
研
究
ス
」
と
あ

り
、
そ
れ
は
こ
の
調
査
に
随
行
し
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
竹
内
久
一
は

こ
の
時
点
で
は
既
に
東
京
美
術
学
校
雇
と
な
っ
て
い
る
。
秋
水
、
不
崩
、
肖
哲

に
つ
い
て
は
再
言
を
要
し
な
い
。
な
お
、
二
十
年
末
に
同
校
雇
と
な
り
、
奈
良

で
彫
刻
教
育
の
参
考
品
の
製
作
に
従
事
し
て
い
た
加
納
鉄
哉
も
、
当
然
一
行
に

加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
東
京
美
術
学
校
関
係
者
が
大
挙
参
加
し
た
の
は
、
同
校
開
校
準

備
の
必
要
上
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
『
万
報
一
覧
』
（
第

一
八
八

号
。
明
治
二
十
一
年
九
月
十
五
日
。
鴻
盟
社
）
も
「
一
行
が
畿
内
美
術
取
調
の
用
を

帯
び
て
敷
箇
月
を
費
し
た
る
ハ
全
く
美
術
學
校
設
立
に
付
學
則
の
方
針
を
定
む

る
に
古
代
の
美
術
を
料
酌
す
る
慮
も
あ
る
べ
く
又
教
授
の
材
料
を
集
む
る
の
目

的
も
あ
り
し
な
ら
ん
か
」
と
報
じ
て
い
る
。
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